
く　ら　し　と　医　療

　

新
年
度
が
始

ま
っ
た
。
新
１
年

生
の
真
新
し
い
黄

色
い
帽
子
と
黄
色

の
カ
バ
ー
を
つ
け

た
ラ
ン
ド
セ
ル
姿

が
微
笑
ま
し
い
。

　

４
月
は
新
し
い
生
活
が
ス

タ
ー
ト
す
る
時
期
、
気
持
ち
も

新
た
に
と
行
き
た
い
と
こ
ろ
だ

が
連
日
あ
き
れ
返
る
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
飛
び
込
ん

で
き
て
、
こ
の
国
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
と
不
安
に
な
る
。
財
務

省
の
公
文
書
の
改
ざ
ん
、
防
衛

省
の
日
報
隠
ぺ
い
、
厚
労
省
の

デ
ー
タ
捏ネ

ツ

造ゾ
ウ

、
文
科
省
の
不
法

な
圧
力
、
森
友･

加
計
問
題
で

の
虚キ

ョ

偽ギ

答
弁
、
財
務
次
官
の
セ

ク
ハ
ラ
否
定
等
々
。
国
会
は
前

代
未
聞
の
事
態
に
陥
っ
て
い

る
。
噛
み
合
わ
ぬ
議
論
の
繰
り

返
し
で
国
民
の
「
知
る
権
利
」

は
無
視
さ
れ
、
国
民
を
欺ア

ザ
ム
こ
う

と
す
る
態
度
に
憤
り
を
覚
え
る
。

　

そ
ん
な
中
、
テ
レ
ビ
画
面
に

四・
一
四
国
会
前
大
行
動
の
様

子
が
映
し
出
さ
れ
た
。
車
道
ま

で
埋
め
尽
く
し
た
大
勢
の
人
々

の
群
れ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し

た
女
性
や
若
者
の
姿
も
見
ら

れ
、
み
ん
な
の
「
安
倍
は
や
め

ろ
！
」
の
声
が
響
き
渡
る
。

　
「
は
だ
か
の
王
様｣

の
話
を

思
い
出
す
。
王
様
を
取
り
巻
く

の
は
詐
欺
師
や
権
力
と
金
の
亡

者
た
ち
、
真
実
を
叫
ぶ
の
は
子

ど
も
だ
。
今
、
権
力
の
し
が
ら

み
の
な
い
国
民
が
声
を
出
し
始

め
た
。
主
権
は
国
民
に
あ
る
。

「
あ
た
り
前
の
政
治
を
市
民
の

手
で
！
」
変
わ
る
予
感
に
胸
が

高
鳴
り
、
テ
レ
ビ
の
前
で
一
緒

に
声
を
上
げ
る
。　
　
（
Ｍ
Ａ
）
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一 

、
１
に
減
塩
、
２
に
禁
煙
、

３
に
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

４
に
健
診
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
広
げ
ま
す
。

3 ／ 26・27　支部長合宿を嬬恋村で開催。
2017年度を振り返って2018年度の活動の英知を出し合いました

二 
、
支
部
・
班
を
中
心
に
健
康
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
各
地

域
で
次
の
活
動
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

　

４
月
は
、
４・
７
世
界
保
健

　

５
・６
月
は
「
健
康
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
期

間
で
す
。
い
よ
い
よ
６
月
か
ら
「
地
域
ま
る
ご
と

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
、
自
分
と
家
族
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。組
合
員・班・

支
部
の
活
動
に
活
か
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

デ
ー
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
の

老
人
セ
ン
タ
ー
や
温
泉
施
設
で

多
く
の
方
の
血
圧
、
体
組
成
計

の
測
定
を
し
て
い
ま
す
。
５
月

に
予
定
し
て
い
る
支
部
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
に

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

◆
５
月
31
日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界

禁
煙
デ
ー
で
す
。「
タ
バ
コ
」
の

健
康
に
与
え
る
害
を
伝
え
、
禁

煙
習
慣
を
い
っ
そ
う
進
め
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

◆
第
16
回
支
部
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
5
月
30
日
に

開
催
し
ま
す
。

　

支
部
間
の
親
睦
と
交
流
、
健

康
づ
く
り
を
目
標
に
大
勢
の
参

加
で
成
功
さ
せ
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
５
・６
月
は
「
健
康
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
」
期
間
で
す
。
生

協
、
支
部
、
班
で
「
こ
ど
も
班

会
」「
笑
い
ケ
ア
」「
脳
い
き
い

き
」「
認
知
症
」「
減
塩
習
慣
」

「
腹
八
分
目
」「
こ
ど
も
の
健
康
、

歯
の
衛
生
」「
ロ
コ
モ
予
防
」「
レ

イ
ン
ボ
ー
体
操
」「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」「
憲
法
学
習
」
な
ど

様
々
に
開
催
し
、健
康
づ
く
り・

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て

ま
す
。

◆
６
月
、
７
月
は
教
育
学
習
月

間
で
す
。

　

支
部
、
職
場
で
「
地
域
包
括

ケ
ア
」「
北
毛
保
健
生
協
、
は

や
わ
か
り
」な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
福
祉
生
協
通
信

教
育
受
講
を
広
げ
、
医
療
生
協

人
と
し
て
成
長
し
あ
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
総
訪
問
な
ど
を

通
じ
て
、
わ
け
へ
だ
て
な
く
開

か
れ
た
生
協
を
つ
く
り
、
安
心

と
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
く
し
ま
す
。

　

多
世
代
に
よ
る
交
流
が
で
き

る
〝
居
場
所
作
り
〞
を
進
め
ま

す
。

　

つ
な
が
り
マ
ッ
プ
作
り
、
支

部
作
り
の
３
つ
の
作
ろ
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

．
医
療
生
協
の
８
つ
の
生
活

習
慣
、
２
つ
の
健
康
指
標
を

普
及
し
ま
す
。

２ 

．
６
月
班
会
開
催
月
間
は
、

便
潜
血
、
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
、

体
組
成
、
血
圧
測
定
な
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
位

置
づ
け
ま
す
。

　

 　
新
入
職
員
は
、
班
会
に
参

加
し
て
学
習
し
あ
い
ま
す
。

３ 

．
健
診
は
、
人
間
ド
ッ
ク
、

せ
い
き
ょ
う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

自
治
体
健
診
を
広
げ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

健
康
習
慣
を
改
善

健
康
習
慣
を
改
善
‼‼

よ
り
よ
い
明
日
を

よ
り
よ
い
明
日
を・ 人間ドック５月～12月は大変込み合いますので、

早めのご予約をお願いいたします。

● 渋川市　特定健診・後期高齢者健診実施期間：
　 平成30年６月１日（金）～平成30年11月30日
（金）まで

● 吉岡町　特定健診・後期高齢者健診実施期間：
　 平成30年６月１日（金）～平成30年10月31日
（水）まで

● 榛東村　特定健診・後期高齢者健診実施期間：
　 平成30年７月２日（月）～平成31年２月28日
（木）まで

● 社会保険被扶養者特定健診は、実施医療機関名簿
に北毛病院とある場合には受診できます。（北毛
診療所では受診できません。）

※窓口予約が必要です。お問合せは
　北毛病院　健診科　（TEL：25-2079）
　北毛診療所　　　　（TEL：24-2818）

健診科からのお知らせ人間ドック・
特定健診・後期高齢者健診
～年に１回受けて安心健康診断～

新緑の利根川を歩こう
健康チャレンジ  ウォーキングイベント

日　　時：５月30日（水） グラウンドゴルフ大会同日です
集合場所：渋川市坂東緑地公園（渋川市半田）
募集人数：30人（定員になりしだい締め切）
コ ー ス： 利根川サイクリングロード（坂東緑地公園

⇔上毛大橋）
参 加 費：300円（軽食付）　飲み物は各自持参
申し込み詳細は、北毛保健生協事務局
担当：木村　TEL：24－2141



く　ら　し　と　医　療
　
「
診
療
報
酬・介
護
報
酬
」は
、

公
的
保
険
で
受
け
ら
れ
る
医

療
・
介
護
の
内
容
や
範
囲
、
値

段
を
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　
「
医
療
保
険
制
度
及
び
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
給
付

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ

つ
、
両
制
度
の
持
続
可
能
性
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。」
と
し
て
、
国
は
報
酬

を
抑
制
し
、
対
象
者
を
選
別
す

る
こ
と
で
公
的
給
付
を
抑
え
、

現
役
世
代
・
高
齢
者
世
代
と
も

に
保
険
料
等
の
負
担
を
増
や
す

事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

　

３
月
24
日
に
組
合
員
ホ
ー

ル
で
22
回
目
と
な
る
「
医
療

生
協
学
校
」
を
開
校
し
ま
し

た
。各
支
部
か
ら
組
合
員
20
人
、

２
０
１
８
年
度
の
北
毛
保
健
生

協
の
新
入
職
員
13
人
が
受
講
。

全
部
で
４
講
座
が
開
か
れ
、
医

療
生
協
・
北
毛
保
健
生
協
の
歴

史
を
学
び
深
め
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

第
１
講
座
「
生
協
法
」

・
組
合
員
に
な
っ
て
間
も
な
い

の
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

・
憲
法
25
条
が
基
盤
と
な
り
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
13
条
の

大
切
さ
も
理
解
で
き
た
。

・
生
協
と
は
？
組
合
員
と
は
？

と
い
う
疑
問
が
解
消
さ
れ
た
。

１
人
の
組
合
員
と
し
て
、
地
域

の
行
事
に
参
加
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
。

・
歴
史
か
ら
仕
組
み
、
メ
リ
ッ

ト
な
ど
が
わ
か
っ
て
良
か
っ

た
。

・
憲
法
の
条
文
を
読
ん
で
立
派

だ
と
再
認
識
し
た
。

第
２
講
座
「
北
毛
保
健
生
協
の

歴
史
と
あ
ゆ
み
」

・
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
て

懐
か
し
か
っ
た
。

・
渋
川
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
な

い
の
で
楽
し
く
学
べ
知
識
が
広

が
り
ま
し
た
。
北
毛
保
健
生
協

の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
様
々
な

医
療
者
と
地
域
の
方
々
、
組
合

員
の
方
々
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
重
み
を
感
じ
ま
し

た
。

・
今
日
の
北
毛
保
健
生
協
が
あ

る
の
は
職
員
だ
け
で
な
く
組
合

員
の
協
力
で
困
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
の
だ
と
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

・
歴
史
と
苦
労
を
経
て
今
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
も

つ
な
い
で
い
こ
う
。

第
３
講
座
「
い
の
ち
の
章
典
」

・
医
療
福
祉
生
協
に
お
い
て
も

憲
法
9
・
13
・
25
条
の
大
切
さ

が
わ
か
り
ま
し
た
。
組
合
員
の

方
々
が
自
主
的
に
活
動
を
し
て

自
分
達
で
参
加
協
同
し
、
つ
く

り
あ
げ
て
い
る
こ
と
・
運
営
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
い
の
ち
や
人
権
・
権
利
の
大

切
さ
、
高
齢
者
問
題
を
考
え
る

重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

・
超
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い

る
現
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
自
分

の
健
康
は
自
分
で
管
理
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
。
生
協
活
動
を
上
手
く
活
用

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。

・
歳
を
と
る
こ
と
や
い
の
ち
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
生

協
の
理
念
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
も
ら
っ
て
良

か
っ
た
。

・
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま

す
ま
す
健
康
面
の
重
要
性
を
認

識
し
た
。

第
４
講
座
「
組
合
員
に
思
う
こ

と
」

・
熱
い
気
持
ち
を
受
け
、
今
か

ら
す
べ
き
こ
と
が
見
え
ま
し

た
。

・
組
合
員
さ
ん
の
思
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
活
動
を

知
り
大
き
な
期
待
を
さ
れ
て
い

る
病
院
組
織
だ
と
実
感
し
た
。

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
達
が

何
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
い

く
の
か
理
解
し
た
。
多
く
の

方
々
の
出
資
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
班
づ
く
り
、
班
会
を
開
く
た

め
の
工
夫
、
働
き
か
け
、
支
部

の
発
展
、
検
診
な
ど
に
力
を
尽

く
し
て
き
た
こ
と
興
味
深
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た

・
班
会
が
力
に
な
っ
て
い
る
。

い
か
に
若
い
人
を
組
合
員
に
迎

〔
市
街
地
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橋　

和　

江　
　

〃

　

須　

田　

恭　

史　

深　

山

　

須　

田　

久　

雄　
　

〃

　

須　

田　

サ　

ダ　
　

〃

　

須　

田　

義　

照　
　

〃

　

須　

田　

フ
サ
子　
　

〃

　

須　

田　

シ
ゲ
子　
　

〃

　

勝　

田　

信　

子　
　

〃

　

須　

田　
　
　

勝　
　

〃

　

須　

田　

速　

夫　
　

〃

　

須　

田　

ヨ
リ
子　
　

〃

〔
吉
岡
〕

　

南　

雲　

光　

明　

大
久
保

　

長
谷
川　

政　

子　

上
野
田

〔
榛
東
〕

　

髙　

橋　

千　

代　

山
子
田

〔
吾
妻
郡
〕

　

羽　

田　

博　

昭　

草
津
町

　

大　

渕　

俊　

幸　

高
山
村

　

林　
　
　

康　

男　

中
之
条

　

上　

原　

則　

子　
　

〃

〔
前
橋
市
〕

　

根　

元　

直　

子　

箱
田
町

　

赤　

川　

陽　

子　
元
総
社
町

〔
職
員
〕

　

狩　

野　

杏　

佳

〔
市
街
地
〕

　

吉　

村　

佳　

子　

寄　

居

　

平　

沢　

由　

子　

南　

町

　

樺　

沢　

正　

人　

明
保
野

　

山　

口　

み
よ
子　

入　

沢

　

小　

林　

絵
美
香　

坂　

下

　

小　

林　

祐　

介　
　

〃

〔
八
木
原
〕

　

松　

田　

牧　

子　

八
木
原

〔
有
馬
〕

　

青　

木　

崇　

浩　

有　

馬

　

茂　

木　

杉　

子　
　

〃

〔
金
島
〕

　

清　

水　

重　

雄　

金　

井

　

清　

水　

シ
ツ
子　
　

〃

〔
赤
城
〕

　

関　

口　

養　

作　
上
三
原
田

　

嶋　

村　

さ　

ち　
　

樽

　

角　

田　

千
恵
子　

津
久
田

　

角　

田　

喜　

和　
　

〃

　

木　

暮　

洋　

子　

溝
呂
木

　

斉　

藤　

マ
ツ
エ　

三
原
田

〔
榛
東
〕

　

松　

岡　

美　

穂　

新　

井

　

細　

野　

長　

盛　

広
馬
場

〔
小
野
上
〕

　

佐　

藤　

ミ　

チ　

小
野
子

　

唐　

澤　

崇　

子　

村　

上

〔
伊
香
保
〕

　

平　

形　

フ
ミ
ヱ　

伊
香
保

〔
前
橋
市
〕

　

塩　

原　

美　

子　
下
大
島
町

〔
高
崎
市
〕

　

高　

木　

敬　

子　
下
小
鳥
町

〔
伊
香
保
〕

　

関　

本　

ト　

ク　

伊
香
保

　

金　

田　

邦　

雄　
　

〃

　

福　

島　

て
る
み　
　

〃

　

渡　

邉　
　
　

晃　
　

〃

　

山　

本　
　
　

登　
　

〃

　

山　

本　

英
美
子　
　

〃

　

中　

沢　

浩　

久　
　

〃

　

加　

藤　

け
い
子　
　

〃

　

永　

田　

良　

男　
　

〃

　

小　

山　

繁　

雄　
　

〃

　

石　

田　

シ
ゲ
子　
　

〃

　

足　

立　
　
　

茂　
　

〃

　

足　

立　

君　

子　
　

〃

　

神　

辺　

芳　

史　
　

〃

　

篠　

原　

ゆ
か
り　
　

〃

〔
金
島
〕

　

田　

口　

福　

次　

阿
久
津

　

中　

澤　

眞　

理　

金　

井

　

中　

澤　

袈
代
子　
　

〃

　

佐　

藤　

清　

治　
　

〃

　

角　

田　

聖　

名　
　

〃

　

柴　

田　

敏　

子　
　

〃

　

樋　

田　

貞　

男　
　

〃

　

森　

田　

悦　

子　
　

〃

　

吉　

田　

小
夜
子　
　

〃

　

品　

川　

待　

子　
　

〃

　

大　

原　

郁　

代　
　

〃

　

松　

村　

勝　

代　
　

〃

　

中　

野　
　
　

泰　
　

〃

　

中　

野　

良　

枝　
　

〃

　

田　

中　

和　

代　
　

〃

　

坂　

田　

ヨ　

ネ　
　

〃

　

木　

村　
　
　

實　
　

〃

　

木　

村　

道　

子　
　

〃

　

萩　

原　

ヒ
ロ
子　
　

〃

　

清　

水　

利　

江　
　

〃

　

丸　

橋　

和　

子　
　

〃

　

名　

倉　

て　

る　
　

〃

　

堀　

地　

徳　

男　
　

〃

　

堀　

地　

如　

子　
　

〃

　

西　

澤　

あ
や
子　
　

〃

　

高　

橋　
　
　

進　
　

〃

　

渡　

部　

玲　

子　
　

〃

　

加　

藤　

悦　

子　
　

〃

　

浅　

見　

安　

子　

川　

島

　

萩　

原　

髙　

造　
　

〃

　

野　

村　

ア
サ
コ　
　

〃

　

飯　

塚　

勝　

明　
　

〃

　

野　

村　

昌　

史　
　

〃

　

飯　

塚　
　
　

勇　
　

〃

　

荒　

木　

昭　

夫　
　

〃

　

荒　

木　

由
美
子　
　

〃

　

飯　

塚　

順　

一　
　

〃

　

萩　

原　

正　

光　
　

〃

　

萩　

原　

ゆ
か
り　
　

〃

　

滝　

上　

美
裕
紀　
　

〃

　

桑　

島　

ス
ミ
エ　
　

〃

　

加　

藤　

千　

恵　
　

〃

　

髙　

橋　

行　

子　

祖
母
島

　

渡　
　
　

勝　

枝　
　

〃

　

福　

島　

由
紀
子　
　

〃

　

福　

島　

キ　

ン　
　

〃

　

福　

島　

三　

郎　
　

〃

〔
小
野
上
〕

　

生　

方　

次　

郎　

小
野
子

　

小　

野　
　
　

實　
　

〃

　

小　

野　

文　

子　
　

〃

　

飯　

塚　

た
け
子　
　

〃

　

小　

野　

浩　

子　
　

〃

　

野　

村　

き　

よ　
　

〃

　

佐　

藤　

真　

弓　
　

〃

　

吉　

澤　

廣　

治　
　

〃

積　
　
　
　

立

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

加　
　
　
　

入

２
０
１
８
年
３
月

に
基
づ
き
、
２
０
１
８
年
報
酬

改
定
で
は
、
連
携
と
称
し
た
医

療
か
ら
介
護
へ
、
病
院
か
ら
施

設
、
さ
ら
に
在
宅
へ
の
誘
導
が

よ
り
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ

て
、
医
療
や
介
護
に
係
る
自
己

負
担
は
増
額
改
定
が
す
す
め
ら

れ
ま
す
。
北
毛
病
院
や
介
護
事

業
所
で
は
、
引
き
下
げ
改
定
と

な
り
、
入
院
等
の
制
限
も
す
す

む
事
と
な
り
ま
す
。

　
「
国
の
負
担
を
減
ら
し
て
、
患

者
負
担
を
増
や
す
」
こ
の
流
れ

を
食
い
止
め
、「
国
の
負
担
を
増

や
し
て
、
患
者
負
担
を
減
ら
す
」

　

必
要
な
医
療
・
介
護
を
お
金

の
心
配
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
北
毛
病
院
事
務
長

鈴
木
由
紀
）

　

野　

田　

千
枝
子　

村　

上

　

宮　

下　

敏　

江　
　

〃

　

宮　

下　

國　

雄　
　

〃

　

吉　

澤　

キ
ミ
エ　
　

〃

　

中　

澤　

玉　

江　
　

〃

　

塩　

原　

セ　

ツ　
　

〃

　

唐　

澤　

崇　

子　
　

〃

　

金　

子　

婦　

じ　
　

〃

　

田　

村　

晴　

幸　
　

〃

　

田　

村　

久　

子　
　

〃

　

小　

池　

直　

枝　
　

〃

　

小　

池　

あ
ゆ
み　
　

〃

　

小　

池　

幸　

代　
　

〃

〔
赤
城
〕

　

阿　

部　

初　

江　

溝
呂
木

　

木　

暮　

す
み
江　
　

〃

　

木　

暮　

洋　

子　
　

〃

　

木　

暮　

は
つ
子　
　

〃

　

阿　

部　

直　

樹　

三
原
田

　

宮　

内　

孝　

子　
　

〃

　

小　

林　

君　

江　
　

〃

　

荒　

田　

幸　

江　
　

〃

　

岩　

井　
　
　

栄　
　

〃

　

関　

口　

養　

作　
上
三
原
田

　

嶋　

村　

さ　

ち　
　

樽

　

角　

田　

喜　

和　

津
久
田

　

角　

田　

千
恵
子　
　

〃

〔
吉
岡
〕

　

坂　

田　

常　

治　

下
野
田

　

高　

橋　

洋　

子　
　

〃

　

中　

澤　

ヒ
デ
子　

漆　

原

　

中　

澤　
　
　

勝　
　

〃

　

髙　

橋　

百
合
子　
　

〃

　

梅　

山　

正　

子　
　

〃

　

猪　

俣　

友　

子　

上
野
田

　

猪　

俣　

智　

恵　
　

〃

　

猪　

俣　

陽　

輔　
　

〃

　

猪　

俣　
　
　

遥　
　

〃

　

石　

関　

ミ
ツ
エ　

陣　

場

　

石　

関　

瑞　

恵　
　

〃

　

関　

矢　

ア
キ
ミ　

大
久
保

　

星　
　
　

亜
希
子　
　

〃

　

市　

川　

静　

江　
　

〃

　

石　

坂　

峯　

子　
　

〃

　

阿
久
澤　

伊
野
江　
　

〃

　

村　

上　

秀　

子　

北　

下

〔
榛
東
〕

　

鈴　

木　

崇　

司　

広
馬
場

　

星　

野　

仙　

子　
　

〃

　

井　

上　

さ
か
ゑ　
　

〃

　

富　

沢　

春　

男　
　

〃

　

善
養
寺　

重　

子　

山
子
田

　

原　

田　
　
　

綠　
　

〃

　

西　

田　

雍　

子　

新　

井

　

西　

田　

英　

明　
　

〃

　

洞　

口　

恵
美
子　
　

〃

増　
　
　
　

資

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
」
っ
て

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
」
っ
て

私
た
ち
に
も
関
係
あ
る
の
？

私
た
ち
に
も
関
係
あ
る
の
？

え
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

・
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
必
要

だ
と
思
っ
た
。
昔
の
組
合
員

の
病
院
に
対
す
る
思
い
を
感
じ

た
。

・
組
合
員
の
活
動
に
つ
い
て
当

時
の
記
事
と
説
明
を
合
わ
せ
て

聞
く
こ
と
で
医
療
に
対
す
る
期

待
、
信
頼
関
係
が
成
り
立
っ
て

き
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

来
年
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
北
毛
保
健
生
協
教
育
文
化
委

員
会
）

生協のことが良く分った
第22回医療生協学校　　24／3

病
院
か
ら
施
設
、
さ
ら
に
在
宅
へ
誘
導 

―
―
―
―
―

第
３
講
座
「
い
の
ち
の
章
典
」

組
合
員
ホ
ー
ル
で
全
受
講
者

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》
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く　ら　し　と　医　療
〜
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
る
の
も

一
つ
の
選
択
肢
〜

　

医
師
と
し
て
不
適
切
な
言
い

方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
く

生
き
る
こ
と
が
必
ず
し
も
幸
せ

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
後
悔

す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
日
々

を
過
ご
し
て
い
れ
ば
、
若
く
し

て
突
然
死
が
訪
れ
よ
う
と
も
、

充
実
し
た
人
生
で
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
。

　
「
タ
バ
コ
は
体
に
毒
だ
か
ら

や
め
た
ほ
う
が
い
い
。」
と
周

囲
か
ら
い
く
ら
言
わ
れ
て
も
、

「
好
き
な
タ
バ
コ
で
死
ね
る
な

ら
本
望
だ
。」
と
頑
固
に
吸
い

続
け
る
人
は
い
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
で
、
一
つ
の
生
き
方
だ
と

医療講座医療講座医療講座

「
好
き
で
吸
っ
て
る
タ
バ
コ
だ
か
ら
、

多
少
命
が
縮
ん
で
も
悔
い
は
な
い
？
」

北
毛
病
院
内
科　

吉　

野　

和　

博

支
部
紹
介
⑬

半
田
支
部
紹
介 思

い
ま
す
。
他
人
を
巻
き
込
ま

な
い
よ
う
に
分
煙
を
し
っ
か
り

心
掛
け
れ
ば
、
悪
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
そ
の
前
に
、
喫
煙
す
る

こ
と
の
意
味
を
、
も
う
少
し
だ

け
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

〜
タ
バ
コ
を
買
う
こ
と
は
多
額

の
税
金
を
払
う
こ
と
〜

　

ま
ず
は
有
害
性
が
明
ら
か
な

タ
バ
コ
が
、
製
造
中
止
に
も
発

売
中
止
に
も
な
ら
ず
に
、
な
ぜ

普
通
の
店
で
買
え
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
大
き
な
理
由

の
一
つ
が
税
収
で
す
。
ど
れ
ほ

ど
体
に
悪
か
ろ
う
と
、
大
き
な

税
収
が
得
ら
れ
る
た
め
、
黙
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
の
多

く
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
税
率
を
上
げ
て

も
売
れ
続
け
る
こ
と
を
、
国
も

タ
バ
コ
産
業
も
知
っ
て
い
ま

す
。

〜
慢
性
疾
患
に
長
期
間
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
〜

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
タ

バ
コ
と
い
え
ば
肺
癌
に
か
か
り

や
す
く
、
余
命
数
ヶ
月
の
短
期

間
で
亡
く
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
の
方
が
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際

は
、慢
性
の
肺
疾
患
や
心
臓
病
、

脳
血
管
障
害
な
ど
に
か
か
る
可

能
性
が
高
く
な
り
、
短
期
間
で

亡
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
長
期
間

後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の

ほ
う
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
の
シ
ワ
や
く
す

み
の
原
因
に
な
り
や
す
く
、
特

に
女
性
に
と
っ
て
は
問
題
の
よ

う
で
す
。

〜
子
供
の
喫
煙
の
き
っ
か
け
に

な
る
〜

　

さ
ら
に
、
子
供
が
喫
煙
を
始

め
る
問
題
で
す
。
子
供
が
最
初

に
口
に
す
る
タ
バ
コ
の
多
く

は
、
同
居
す
る
大
人
の
目
を
盗

ん
で
１
本
失
敬
し
た
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
同
居
す
る
大
人

が
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
と
、

子
供
が
喫
煙
を
始
め
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

〜
タ
バ
コ
に
関
す
る
問
題
点

は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
〜

　
「
好
き
な
タ
バ
コ
で
死
ね
る

な
ら
本
望
だ
。」
と
思
っ
て
い

た
方
で
も
、
死
ぬ
こ
と
だ
け
が

　

人
口
４
、０
２
８
人
。世
帯
数

１
、５
６
０
。
組
合
員
６
１
９

人
（
世
帯
比
率
39
・
７
％
）。

配
布
率
67
・
２
％
の
半
田
支
部

で
す
。
前
身
は
古
巻
支
部
で
10

年
前
に
有
馬
支
部
、
八
木
原
支

部
、
半
田
支
部
の
３
支
部
に
分

割
。「
組
合
員
、
皆
が
参
加
で

き
る
、楽
し
い
支
部
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

皆
が
心
ひ
と
つ
に
な
っ
て
歌

あ
り
踊
り
あ
り
、
談
話
あ
り
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
芸
能

班
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

班
会
が
17
年
度
の
群
馬
県
生
協

大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
食
べ
る
班
会
「
お
好
み

焼
き
班
会
」「
ど
ら
焼
き
班
会
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
班
会
（
ケ
ー
キ

作
り
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
緑
を
楽
し
む
「
榛
名
湖

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
紅
葉
を
楽
し

む
「
旅
行
班
会
」「
映
画
班
会

（
家
族
は
つ
ら
い
よ
）」
盛
り
だ

く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
班
会
で

支
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
和
気
藹
々
と
支
部
運

営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
支
部
の
課
題
と

し
て
、
孤
立
す
る
老
人
を
な
く

す
為
の「
居
場
所
づ
く
り
」。
配

布
率
70
％
以
上
を
目
指
し
、
配

布
者
ふ
や
し
と
配
布
先
の
整
理
、

班
の
整
理
と
課
題
は
山
盛
り
で

す
。
ア
イ
デ
ア
マ
ン
の
支
部
長

を
囲
み
、
歴
史
の
浅
い
半
田
支

部
が
ゆ
え
に
出
来
る
独
自
の
活

動
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

　皆様こんにちは。１年振
りに北毛病院へ戻ってき
ました、医師３年目の永井
裕介です。初期研修医の期
間に北毛病院で研修をや
らせて頂き、医師の勉強を
しながら、北毛地域の皆様
との交流を通じてこの地域で働きたいと思い、今
年度から救急科・小児科医師として着任させて頂
きました。まだまだ未熟な部分はありますが皆様
の健康をしっかり守れるように研鑽を積んでいき
たいと思いますので、これからもよろしくお願い
いたします。

新着任医師紹介

　春の高校生看護体験が３月27日、30日、４
月３日、５日の計４日間北毛病院で行われました。
今年は11校より男子17人、女子106人の合
計123人の参加がありました。実際に白衣に着
替え、院内見学や病棟体験、BLS、点滴セット
のつけ方などを体験しました。アンケートをとっ
た結果「一番興味があったもの」は点滴セットの
つけ方が多く、次に院内見学、心臓マッサージ体
験でした。「注射の準備や心臓マッサージなど見
ている側のときは難しそうに見えなかったけど、
実際に自分がやる側になるととても難しくて、看
護師の方はすごいなと思いました」「手術室や薬
局など普段みられないところを見学できて貴重な
経験になりました」「看護師の仕事は大変だけど、
その分とてもやりがいのある仕事だと思い、参加
してよかったです」等の意見が寄せられました。
夏休み期間にも開催いたします。多くの高校生の
参加をお待ちしています。

　４月14日に渋川市中央公民館で、三者協
（コープぐんま、渋川北群馬民商、北毛保健生
協）による春の学習会が開催されました。今年
のテーマは「フレイル」。初めて耳にした方も
多く、高齢化社会を向かえ、自分に出来る事を
北毛保健生協の職員をシンポジストに行われま
した。フレイルを予防するためには「運動」
「社会参加」「食」に気をつけなればなりませ
ん。今回は、46人が参加して「運動」と「社会参加」の重要性を学び深めました。
　参加者の感想を紹介します。
・女　53歳　フレイルという言葉は初めて聞いた。両親も高齢なので、フレイルを予防するた
めに習い事などの社会参加はもちろん、家の中でも忙しいとゆっくり話をするのが面倒になる
が、積極的に会話をしたり、出かけたりしようと思った。また、自分も将来、高齢になった時に
フレイルにならないよう、本日学習したことを心がけていきたいと思う。体操も取り入れて楽し
かった。具体的な運動方法もわかり、実践していこうと思った。
・女　41歳　身体的なフレイルを予防するために日頃から筋力を保てるようなことを毎日続け
ているとよい。体操などに参加できるような場所が増えるといいと思う。人との交流の場にもな
るし、フレイル予防の場を設けていけたらよい。
・女　27歳　健康寿命をのばすためにフレイルを予防することが大切だと思っ
た。そのためにも社会参加など色々なことに参加して地域の方たちと交流するこ
とが重要で、北毛病院がそのきっかけになれればいいと思う。
・女　24歳　フレイルという言葉を初めて聞いた。身体の衰えに、口腔環境や
社会のつながりが大切なことを初めて知った。核家族、独居などが増えてきてい
るので、少しでも社会参加できる機会が増えるように色々な活動を勉強し、患者
さんに勧めていけたらと思った。１日５分、10分の運動でも、フレイル、サル
コペニア予防になることがわかった。病院でも時間がある時は、少しでも車イス
に乗ってもらったり、少し歩いてもらったりとちょっとした運動を取り入れられ
たらいいなと思った。
・女　80歳　今までは、静かに本を読んだりするのが好きな人間でしたが、こ
れからは陽気も良くなってくることだし、外へ出て人と話したり、運動したりし
なければと思った。自分のためになることなので頑張りたい。
・女　60歳　フレイルという名称は初めて耳にした。社会参加は以前より大切
だと思っていたが、社会参加を呼びかけてもなかなか行動に移せない人を参加さ
せるのが難しい。
・女　66歳　健康に関心を持つのは重要。フレイル予防はとても重要。高齢化
に向かい、自分のことだけでなく、地域の人々と協力して活動していくことが重
要だと感じた。社会参加、人任せではなくどんどん周りの人を誘っていきたい。

春
の
高
校
生
看
護
体
験

ま
す
。

　

半
田
支
部
の
運
営
委
員
会
の

出
席
者
全
員
が
女
性
で
し
た

が
、
数
ヶ
月
前
か
ら
男
性
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
男
性
目

線
も
取
り
入
れ
運
営
し
て
一
味

違
う
半
田
支
部
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

（
半
田
支
部　

田
島　

二
三
）

問
題
で
は
な
い
と
認
識
し
て
頂

け
た
ら
幸
い
で
す
。
今
回
は
タ

バ
コ
に
関
す
る
問
題
点
の
、
ほ

ん
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「フレイルを予防」三者協　春の学習会

秋に行った「芸能班会」

新緑を楽しんだ榛名湖
ウオーキング

11
校
か
ら
１
２
３
人
が
参
加

《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。
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く　ら　し　と　医　療

私も私も
配って配って
ますます

私も
配って
ます

　

前
任
の
方
が
高
齢
に
な
っ
た

の
で
代
わ
り
に
た
の
ま
れ
て
、

後
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
配
布

の
時
は
、
な
る
べ
く
声
を
掛
け

て
、
独
居
の
方
や
困
っ
た
こ
と

な
ど
、
お
話
を
よ
く
聞
く
様
に

し
て
い
ま
す
。
自
分
も
高
齢
に

な
り
身
近
に
医
療
・
介
護
の
問

題
が
、
次
々
と
出
現
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
、
高
齢
の
方
の
〝
ゴ
ミ

出
し
〞
を
手
伝
い
ま
し
た
。
ま

た
、
妻
を
介
護
し
な
が
ら
買
い

物
の
大
き
な
荷
物
を
や
っ
と
背

負
っ
て
帰
っ
て
き
た
方
に
声
を

掛
け
、困
っ
て
い
る
こ
と
、老
々

介
護
の
問
題
な
ど
を
聞
い
て
す

ぐ
「
民
生
委
員
」
に
連
絡
、
対

応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
北
毛

保
健
生
協
の
医
療
・
介
護
の
活

動
が
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。自
分
も
、

近
所
の
人
々
の
力
に
な
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
取
り　

宮
下　

歌
子
（
有

馬
支
部
）
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山の会からのお知らせ！

　

有
馬
支
部盛

山　

友
栄
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

紹紹介しますします家の 紹介します家の

こう ち

　名前は麦（ムギ）、♀。推定年齢５歳？。２年前、
悲しくも迷子犬になり保護された。同じ頃、愛猫
を亡くした私たちと高崎の動物愛護センターでの
出会い。目と目が合って我が家の一員に！
　あれから２年、まるまる太った田舎犬に成長、
短い脚でチョコチョコと歩く姿は「ぐんまちゃん」
の腰振り人形そっくりで愛らしい。
　今は、主人のメタボ予防と「ムギ」のくびれを
とりもどすべく朝夕の散歩に励む毎日です。
 （小野上支部　小野眞智子）

職員募集職員募集職員募集職員募集職員募集

ご連絡の上、履歴書をお送りください。
（連絡先）
　渋川市有馬237-1
　北毛保健生活協同組合
　総務部　鈴木まで
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師
看　護　師
薬　剤　師
保　健　師
看 護 助 手
介護福祉士
ヘ ル パ ー
診療放射線技師

常勤・パート
夜勤可能な方歓迎
常勤・パート
常勤
パート
パート
登録
常勤2019卒予定者可

　

４
月
号
４
面
活
動
報
告
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
２
／
23
に
行
わ
れ
た

を
津
久
田
班
会
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
機
関
紙
編
集
委
員
会
）

社保・平和バザー  開催

組
合
員
ホ
ー
ル
活
用
企
画
第
14
弾

班
会
講
師
養
成
講
座
「
お
り
が
み
（
ア
サ
ガ
オ
）」

【
日　

程
】　

5
月
10
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

【
場　

所
】　

組
合
員
ホ
ー
ル

　

ぜ
ひ
、
班
会
な
ど
の
支
部
活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
詳
細
は
、

　

北
毛
保
健
生
協
事
務
局
担
当
：
木
村　

電
話
：
２
４
―
２
１
４
１

活 動 報 告


